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This paper discusses the background and the significance of the publication of "Otto Wagner" (1927) by Hideto Kishida 
(1899-1966), through the bibliographical analysis of the literatures on Otto Wagner (1841-1918) and the interpretation of 
Kishida's remarks at his lecture commemorating the 10th anniversary of Wagner's death. Through his critical biography and 
lectures, Kishida indicated that Wagner's work should not be interpreted superficially or with contemporary standard. 
Kishida analyzed the architectures of Wagner's time and the social background of that time, and evaluated his life. 
 

１．はじめに 

岸田日出刀は，11 ヶ月に及んだ世界一周の旅行から

帰国した後，約半年間の歳月を掛け，1927（昭和 2）
年に『オットー・ワグナー』（岩波書店）を出版する．

洋行以前から既に雑誌等に建築に関する随筆を寄稿

していたが，この本が初めて出版した書籍となった．

同書は，1914 年に出版された A.ルックスの著書

『OTTO WAGNER』を訳出し，若干の主観や批評を加

えながらまとめたもので，後に新聞紙上で石本喜久治

により痛烈な批判文が掲載される[ 1 ]が，我が国で最

初のワグナーに関する評伝本となった．本稿では，ワ

グナーに関する文献の書誌学的な分析とワグナー没

後十周年を記念して開催された講演会[ 2 ]での岸田の

発言内容の読解から，岸田が『オットー・ワグナー』

を出版した経緯とその意義について考察する． 
２．明治末・大正期におけるワグナーの紹介記事 

・セセッションの受容（田邊淳吉，岡田信一郎） 

明治末頃からセセッションの潮流を紹介する記事

のなかで，近代建築の始祖と認識されていたワグナー

が取り上げられるようになる．1912（明治 45）年 7
月，雑誌『建築ト装飾』が，セセッションに新建築・

新意匠の活路を期待する「せせっ志よん号」を特集す

る．伊東忠太らが執筆者に名を連ねているが，この中

で田邊淳吉は，訪欧米時の体験を元に「「オットー・

ワグナー」と維納」と題した記事を寄稿する．また同

号に「中形の浴衣とライスカレー」と題するセセッシ

ョン論を発表した岡田信一郎は，雑誌『学生』（大正

3 年 9 月号）にて，「セセッション建築の泰斗オット

ー・ワグネル」を発表し，これを増補した原稿「オッ

トー・ワグネル」を雑誌『現代之建築』に 1914（大

正 3）年 12 月から 3 号にわたって連載する．『学生』

は「立志号」と題され，各界の偉人を紹介する特別号

であったが，岡田は建築界の代表としてワグナーを取

り上げている．セセッションの動向の紹介にとどまら

ず，存命中であったワグナーを高く評価し，

「SECESSION とは」「新運動第一の振鈴」「若きワグ

ネル」「建築は人智の最高表現」「簡単で印象深い建築」

「清新にして而も穩健」「セセッション団の勇士」「墺

太利の誇り」の 8 章を通して，近代建築の進展に先導

的な役割を果たしたワグナーの意義を伝えている． 
・分離派建築会の世代（大内秀一郎，石本喜久治） 

大内秀一郎は『欧州近代建築の潮流』（大正 12 年）

の中でワグナーを取り上げ，「近代建築とオットー・

ワグネル」と題した章を載せている．2 頁の短い文章

ではあるが，「使用すべき物質と構造に応じて，建築

物の正面を充分個性を帯びたものに作り上げる場合

に最も強く客観性と実用性を望んで止まなかった．」

とワグナーの建築作品の傾向をみている． 
大内は，分離派建築会の一員であったが，石本喜久

治が述懐しているところによると，分離派建築会の活

動の一環として各会員がセセッション運動に関わり

のある人物の伝記を一人ずつものしようとする計画

があった．石本は，ヨゼフ・ホフマンの担当となった

そうだが，欧州への渡航でワグナーの作品に触れ，帰

国後はワグナーの担当を志願する[ 3 ]． 
３．評伝本の出版と「オットー・ワグナーを偲ぶ会」 

岸田による評伝本の出版を契機に，岡田信一郎は，

石本にワグナーを記念する懇談会の開催を提案する．

石本は，分離派建築会に提案を行うが，会として独占

的にすべきでないとの結論に至り，広く若手建築家の

会合とすることになる[ 4 ]．1928（昭和 3）年 4 月 28
日，岸田ら 7 名が発起人となり，国民講堂（国民新聞

社内）において，ワグナー没後十周年を記念する講演

会を開催する．岡田信一郎（病気療養のため不演），

１：日大理工・院（後）・建築，Graduate Student, CST., Nihon-U. ２：日大理工・教員・建築，Professor, CST., Nihon-U. 
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